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V306b XRISM搭載Xtendの応答関数の調査
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我々は 2021年度打ち上げ予定のX線分光撮像衛星 (XRISM)に搭載する軟X線撮像検出器 (SXI)の開発を行っ
ている。SXIは軟X線望遠鏡 (XMA)との組み合わせにより、38分角の広い視野で、0.4–13keVのエネルギー帯
域を撮像分光する。天体からやってくるX線スペクトルを CCDで観測した場合、得られる波高スペクトルは検
出器固有の応答を畳み込んだものになる。この応答を記述したものが応答関数であり、SXIの応答関数は、光子
が CCDに入射し空乏層で反応を起こして検出される確率である量子効率、入射X線光子のエネルギーと信号波
高値の関係であるエネルギースケール、単色のX線を検出した際に得られるスペクトルの形状であるラインプロ
ファイルの３つで構成される。2019年 8–9月に Xtendフライト用素子の X線応答を評価するために大阪大学で
行った地上較正試験で取得したデータを用いて、ラインプロファイルの形状を再現する関数の構築を行った。本
講演ではその現状を報告する。


